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ハンドポール競技におけるポストプレイヤー的プレイ特牲に関する研究
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緒言 方法

ハン Fポール競技は. 2010年7月1日より競技規員IJ 1.分析項闘の検討

が一部改訂された その内容は，ブロックプレイに関 競技規則が改訂される前と後の遅攻における攻撃様

して，従来は. [次の行為は評される.位置を争う時 相の変化を調査していくために，各シーズンにおける

に.H調体で綴手の勤者を阻止すること.Jと記載され シュートエリア別の'E起率及び成功率を調夜した

ていたものに追加の注として「ブロックとは，相手が また，ポストプレイヤーの遅攻における攻撃様相の

空いた空間に移動するのを妨げるということを意味す 変化を明らかにするために本研究で定義するポストブ

る.ブロックすること，ブロック安維持すること，ブ レイヤーのプレイパターンそれぞれの生起率安調変し

ロックを外すととは，原則としてお互いに受け身でな た

ければならないjという文言が明記された また，許

されないブロックの例としてg 足l隔が広いこと，駿で

押しているとと，ひじでブロックしているとと，腕で

DFを捕まえていること.JEを使ったブロックが取り

上げられ，正しいブロックの例も写真で示され通達さ

れた.以上の競技規則の改訂により，とれまで以上に

ブロックプレイに対するジャッジが厳しくなると予測

されるため，ポストプレイに関する競技規則への戦術

的な対応策の考案が急務であると考えられる.

そこで本研究は，ヨーロッパにおける200曽/2010

年シーズンと2010/2011年シーズンにおけるトップ

レベルのポストプレイヤーの遅攻における攻撃様相を

ゲームパフォーマンス分析を用いて鶏査し比較するこ

とによって. 2010年7月1日の競技規則改訂が遅攻に

おけるポストプレイヘ与えた影響を鶏査し，今後の研

究へのー資料を得ることを間的とした.

1)九州共立大学スポ}ツ学事事

2 ポストプレイヤーのプレイパターンの定義

Zo1tan 1)は1宮93年に国際ハンドボール迷盟の

[P即 jectPlaying HandballJというプロジェクトに

より [PLAYINGHANDBALL -A COMP宜EHENSIVE

STUDY OF THE GAME-Jという400ページにも及

ぶ詳細なマニュアルを作成した.このマニュアJvは，
包括的なハンドボールゲームの研究の成果として佼援

付けー先進の選手になろうとする初心者プレイヤーを

ターゲ、yトi乙ハンドポールの背景から，技術と戦術，

各年代におけるコーチングに君主るまで，それぞれが詳

細に書かれている.そのマニュアルにはポストプレイ

ヤーの戦術的なタイプとして [1つは，強国な体格で

パワフルであり，パックスのためにさEにブロックのた

めにその特徴を利用するタイプである もう 1つは，

強くはないが，得点するためにブロックに加えてよ型

機敏にオープンな線開へ移動するよう努めるような，

技術的により熟練したタイプである陸 jと述べられて
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いる.つまり，大きく区別して，ブロックプレイと機

敏にオープンな隙間へ移動するプレイがポストプレイ

ヤーに求められているプレイであるということがこの

マニュアルより考えられる.

大西ら 2)はハンドボールの攻撃パターンに関する

研究としてシュートにつながる2人""3人のコンビネ

ーションを7タイプ27種類のパターンに分類している.

そこでは，バックプレイヤーが突破するためのスペー

スを作り出す支援プレイとしてのブロックプレイ6パ

ターン，ポストシュートに繋がるプレイとしてのポス

トプレイ6パターンに分類されている.ポストプレイ

6パターンには，①その場に位置取りをしてボールを

受けるパターン，②パサーの方向へ移動してボールを

受けるパターン，③パサーの動きと逆ヘ移動してボー

ルを受けるパターン，④縦ブロックのパターン，⑤デ

ィフェンスの前方を通りパサーの方向ヘドライブする

動きでボールを受けるパターン，⑥中継ポストでボー

ルを受けてリターンパスするパターンがあげられてい

る.

村松ら 3)は，ポストプレイとポストへのパスに関

する研究としてポストプレイを8種類のパターンに分

類し，それぞれの成功率を調査している.その8種類

は，①位置取りしたところからのパス，②ポストのプ

レイヤーが動いて，フローター(フローターとパック

プレイヤーは同意語である)からのパスを受けてシユ

ートしたもの，③ポストプレイヤーは動かずにフロー

ターが動いたもの，④フローターとポストプレイヤー

が同じ方向に動いたもの，⑤フローターとポストプレ

イヤーが逆方向の動きをしたもの，⑥縦ブロックプレ

イ，⑦横ブロックでノーマークを作ったもの(支援ブ

ロック)，⑧スカイプレイに分類している.

以上の文献を参考にし，本研究では，ポストプレイ

を9パターンに分類し定義した.ブロックプレイとし

て①縦ブロック，横ブロックによる位置取りプレイ，

②支援ブロックプレイの 2パターン，オープンな隙間

へ移動するプレイとして③パサーと同じ方向へ動くプ

レイ，④パサーと逆の方向に動くプレイ，⑤パサーは

動かずにポストプレイヤーが動くプレイの 3パターン，

その他のパターンとして，⑥ポストプレイヤーは動か

ずにパサーが動くプレイ，⑦予めノーマークの位置を

取っていた状況でボールを受けるパターン，⑧中継ポ

ストでボールを受けるパターン，⑨スカイプレイに分

類した.

3. ハンドボールにおける攻撃局面

Figlはハンドボールにおけるセットオフェンス・

セットディフェンスの細局面(大西4)) である.この

図によると遅攻(セットオフェンス)は， I位置取

りJから始まり， I攻撃のきっかけJ， I展開J， I突

破」を経て「シュート」に至る経路， I位置取りJ， 

「きっかけ」からすぐに「突破J， Iシュート」に至

る経路，それぞれの局面においてフリースロー等によ

る中断，再攻撃になる経路というように示されている.

本研究では最終的にシュートまで至った場面を対象と

することとし，フリースロー等による中断，再攻撃の

経路の場面は除き， I展開」局面がある経路を第1経

路， I展開」局面がない経路を第2経路とした.また

本研究は，遅攻におけるポストプレイヤーのプレイ様

相を調査するため，ポストを含めた2人""3人でのコ

ンビネーションプレイによって突破まで至った，また

はボールを損失した場面を対象とし，攻撃の局面の中

から「突破jに繋がる局面である「きっかけ」局面で

のプレイ， I展開j局面でのプレイについて経路ごと

にまとめていくこととした.なお， I展開」局面にお

けるプレイは， I突破jに繋がったプレイのみを記述

していった.

セットオフェンス セットディフェンス

①位置取り

Figl. セットオフェンスとセットディフェンスの細局面(大西)

4.標本にした試合

本研究では， トップレベルのポストプレイヤーの遅

攻における攻撃様相を調査するためにヨーロッパのト

ップクラブチームが試合を行う， EHF CHAMPIONS 

LEAGUEの試合を標本にした (Table 1 ) 
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T'ablel.標本にした誠合

シーズン

2009/2010 FCK Handbold AlS(DEN) 
FC_ Barcelona Borges(ESP) 

Rhein-Neckar Lowen(GER) 

KJF Ko凶 n.WEN)

2010/2011 F.C. Barcelona Borges(ESP) 

MKB Veszp同m KC(HUN) 

KIF Ko凶ng(DEN)

F c. Barcelona Bor~es(ESP) 

ーンについて有意な差が認められる項目が存在した

(Table3) .このことより，競技規則改訂後も引き続

きポストプレイは得点するために有効なプレイ手段と

して考えられ，ファウルにならないように戦術的に工

夫され試合で利用されているということが推察された.
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Table2.シュートエリア別の生起率及び成功率
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5. シュー卜場面の抽出条件

各シーズンのシュートエリアを調査するために以下

の条件でシュート場面を抽出した.

① 6対6の攻防における遅攻である

② 6一Oディフェンスシステムである
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Table3.経路ごとのポストプレイパターン生起率

2".ノ
経路1 きっかけ 生起寧 ① たてブロック繍フロック 51‘ (61) 

② 支歯医プロック 目 刷}

<3>スライド岡方向 日 (61) 

⑥スライド逆方向 23諸 (61) 
⑤ ポストのみが勤 (61)

⑥ パサーのみが動 (61)

o予めーマークでお互いに動か拡ぃ 。 (61)

@ 前方へのゆ鍵丸，ィ 。‘ (61) 

骨 スカイプレイ 刷 (61) 

関与なし 20事 (61) 

生起事 ①たてヲロック繍罰ロック '0‘ (引}

② 支11フロック 1田 畑り

③ スライド同方向 5‘ (引〉
④スライド逆方向 3凹 刷〉

⑤ ポストのみが司自〈 日 (61) 

⑥ パサーのみが動‘ (61) g刊ノマ→で同、に蜘郎、 叫 ω" 
前方へのゆ鰻プレイ 。川 (61) 

⑨スカイプレイ .， 句"
m 澗他"

隼起率①たてヲロ Jタ積折口ッ夕 刊‘ (26) 
② 支置フロック ，日 (26) 

③ スライド闘方向 (26) 

@スライド逆方向 日掲 (26) 

⑤ ポストのJ与が鋤〈 柑 ωω 
⑥ パザーのみが働‘ (26) 

o予めノーマークでお互川=働かない 目 。6)
⑥前方への中緩プレイ 師 (2・}

⑨スカイ苅Jイ 叫 (28)

謹}・ 2009/2010シーズンと2010ノ2011シーズ己ベη田町二50'水寧で有"署があることを示す

6.ポストプレイ場面の抽出条件

各シーズンにおけるポストプレイパターンを調査す

るために以下の条件でポストプレイ場面を抽出した.

① 6対6の攻防における遅攻である

② ポストプレイヤーを1人配置する3-3オフェン

スシステム (Fig2)である

経路1展開

舞鶴2

2. プレイパターンの変化について

経路1において，きっかけ局面と展開局面どちらの

局面においてもブロックプレイが減少傾向にあった.

特に，経路1のきっかけ局面における①たてブロック，

横ブロックと経路1展開局面における⑥パサーのみが

動くプレイにおいて有意な差が認められた.きっかけ

局面においてブロックをしてスペースへ移動していた

プレイがブロックなしでスペースに移動するプレイに

変化し，展開局面においてボールを受け取る時にブロ

ックをしてスペースを確保していたプレイがブロック

なしでボールを受け取るプレイに変化したと推察され

RB 

③ 6-0ディフェンスシステムである

④ ポストを含めた2人""'3人のコンビネーション

プレイによって突破まで至った攻撃である

結果及び考察

CB 

Fig2. 3-3オフェンスシステム

LB 

る.

3.今後のポストプレイの課題

本研究によってポストプレイにおいてブロックプレ

イは減少傾向であるが，シュート成功確率が高いとい

う点でポストプレイは得点するための有効なプレイ手

段であることが示唆された.よって，今後のポストプ

1.競技規則改訂によるポストプレイへの影響につい

て

本研究は，ヨーロッパにおける2009/2010年シー

ズンと2010/2011年シーズンにおけるトップレベル

のポストプレイヤーの遅攻における攻撃様相を調査し

比較した.その結果，シュートエリアについて，有意

な差は認められなかった (Table2)が，プレイパタ
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レイはシステムチェンジを利用した第2のポストプレ

イヤーによるポストプレイや，スペースを有効活用で

きるような新たなオフェンスシステムを隣発していく

ことが必要になってくると考えられる.また，ファウ

ルにならないブロック技術は「受身であることjが必

要であるため，ディフェンスの動きを予測する力を養

う必要喜があると考えられる.よって，効果的なブロッ

クプレイは，予測が容易になると考えちれる戦締約な

レベルT開発するのが良いのTはないかと考える.

まだ競技規郎は改訂されたばか0であるため，今後

も資料収集を継続的に行い，ブロックプレイがファウ

ルとなる基準を見極めていくことが必要であると考え

られる.
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